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「 アロイ社の『桟橋』完成 」

11月に入りパリは雨が続いている。セーヌ川も少し

ずつではあるが、確実に水位が上がっている。昨年 2

月セーヌ川が増水し、コンクリート船「ルイーズ・カ

トリーヌ号」が沈んだ事故については「パリ通信」で

もお伝えした。1929年ル・コルビュジエが救世軍の依

頼を受けて、ホームレスや貧しい人々を収容する施設

に改造した「浮かぶ避難所(アジール・フロッタン)」

である。

事故からまもなく2年。年を越すとパリの降雨量に

加えて、上流での雨や雪解け水でセーヌ川は増水し、

沈んだ船の浮上工事にブレーキがかかる。水が引く春

まで待たなければならなくなる。長く水につかったま

まの船体鉄筋コンクリートの状態が心配だ。一日も早

く浮上させたいのは関係者一同の思いである。12月中

に引き揚げ工事ができるかが勝負だ。

船の所有者は「ルイーズ・カトリーヌ簡易株式会社」、

この会社と「日本建築設計学会」が船の浮上工事に関

する協定を結んだのが今年4月。建築家で神戸大学教

授でもある遠藤秀平氏の力によって締結に至った。船

が沈み、浮上には多額の費用を要し、悲嘆に暮れる船

主を援助する補助金を日本で取られたのである。日本

からフランスへの補助金であるため、税制上の理由、

透明性を鑑み、遠藤秀平氏が代表である「日本建築設

計学会」が補助金の窓口となっている。

こうして浮上と修復の資金が準備できた。日仏締結

協定も調印された。沈んだ船体の破損状況を診断する

潜水調査が5月に行われた。船倉に沈殿している泥の

分析が行われた。浮上工事を行う会社も決まった。引

き揚げに向けての準備が進んでいる。

それと平行して、各関係機関への許可、許諾の手続

きも進めなければならない。「ルイーズ・カトリーヌ号」

は、2008年船としては初めて「歴史的文化物」に指定

された。文化財に指定されることは利点も弱点もある。

文化財として、文化交流を船の事業目的としているこ

とで高額の繋留費を免除されている。セーヌ川のボー

トハウスには繋留税が課され、「ルイーズ・カトリーヌ

号」(長さ 70m)の大きさには年間約 80.000 ユーロ

(1000万円弱)が必要だ。パリ・オーステルリッツ駅前

の一等地の岸であることを考えれば無理もない。その

反面、工事や修復に関しては、文化省の許可なしには

何もできない。許可を得るためには、工事会社のレポ

ートだけでなく、船建築家、文化財建築家と念には念

を入れた審査が行われ、予想以上の時間を必要とされ

ている。文化省だけでなく、コルビュジエ財団への報

告と承諾も忘れてはならない。セーヌ河岸の安全性や

諸申請は「パリ河川局」(Port Autonome de Paris)の

管轄。水路(セーヌ川)は「フランス航路管理局」(水上

警察) (Voie Navigable de France)の管轄と複数の公的

機関への対応も必須で、迅速な進展が難しいのが現状

だ。今月中にこれらの機関への申請をクリアし、12月

早々に浮上工事の許可を取れるかが今の最大のポイン

トである。

そんな状況にあって、嬉しいニュースもいただいた。

日本でアロイ社の桟橋2機が完成した。船が沈む前か

ら寄贈を約束していただいていた「日仏の大きな架け

橋」である。株式会社アロイ社は東京港区芝公園に本

社を構えるステンレス会社で、西田光作社長が代表。

西田社長にはパリにも足を運んでいただき、「アジー

ル・フロッタン事業」プロジェクトの初期から大きな

支援を受け、感謝の言葉しかない。山口県光市に加工

センターがあり、桟橋2機はそこで製作された。桟橋

完成のニュースはNHK山口放送でも紹介され、12月

門司港からコンテナに積んで日本を出発。来年1月下

旬、ベルギーのアントワープ港に到着。トラックでパ

リ・オーステルリッツ岸まで運送される予定である。

来年1月までに船が浮上し、アロイ社の桟橋2機が「ル

イーズ・カトリーヌ号」にかかるまでもうひと頑張り

だ。

アロイ社への感謝の意を表し、「瀬戸内タイムス」紙

の記事(11 月8日付け)を紹介させていただきたい。
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